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	ADCK1抗体を用いたA549細胞およびRAW264.7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ADCK1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

